
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8910420007AE/20120321

( 科目コード：8910420007AE)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】総合化学演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

戸井 啓夫
出口 米和

【授業目標・教育方針】
有機化学、分子生物学、生物工学に関する演習を行う。

【授業概要】
主な内容としては次の通り。
イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法を用いた
構造決定、立体化学、水溶液、生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その他。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書、マクマリー有機化学（上、中、下）、東京化学同人
プリント等を適宜、配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学および演習・解説

【備考】
大学院入試に備えるため、前期の早い時期に集中して授業を行う場合があるので、開講日に注意すること。

【成績評価方法】
［前期］毎回の演習（授業態度を含む）および提出物を評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
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【授業計画】（授業名：総合化学演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 2 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 3 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 4 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 5 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 6 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

第 7 回 有機化学演習 イオン反応、ラジカル反応、各種官能基の関与する反
応、有機化合物の合成法および命名法、分光学的手法
を用いた構造決定、立体化学、水溶液、その他。

小テスト

第 8 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 9 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 10 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 11 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 12 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 13 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

第 14 回 分子生物学・生物工学演習 生体分子の構造と機能、酵素、代謝、光合成、その
他。

小テスト
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